



Nutritional Survey of Preschool Children from Standpoint of 
Prevention of Atherosclerosis
-On the Composition of Food Intake-



































































穀　　　　頻 154，6土36、823．8 65．9 エネルギー（kca1）1，506±2031 ．5 106．2
（米　　　　頻） （11L8±31．3）（28．0） 一 タソパク質　（9） 55，3±7．012．7 115．5
い　　も　　類 4a5±20，341．9 161．6脂　　　　　質　（9） 48．7±7，4152 124．3
砂　　糖　　類 6．2±3，1 50．O 107．1 カ　ル　シ　ウ　ム　　（田9） 555±11620．9 138．8
菓　　子　　類 44．8±17，539．工 107．4鉄　　　　　　　（mg） 8．2±1．9232 98．8
油　　ll旨　類 13．5士4』29．6 137．Oピタ　ミ　ソA（Iv）1，732±6376．8 168．3
獅i　実　　類 1』±2，1UO．5 皿 ピ　タ　ミ　ソB1（mg）0．61±0ユ118．0 108．8
豆　　　　頚 42．3±14，033．1 105．6 ピ　タ　ミ　ソB：（［Tlg） 0．87±O．2023．0 112．5
緑黄色野菜 57，8±21．336．9 112．8ナ　イ　ア　シ　ソ（nlg） 10．2±1，918．6 113．5
その仙の野菜 118．呂±37．531．6 111．ユ ビ　タ　ミ　ソ　C（mg） 48±　1735．4 114．8
果　　実　　類 ユ36．3±65、548．1 136．3 ビ　タ　ミ　ソ　D（IU） 56士　2850．0 26．O
海　　⊃∵く　類 3，4±2．1 61．8 223．3動物奮生タソばくク貿上ヒ（％） 54，0±5．810．7 一
魚　　介　　類 46．3±ユ7。8 3S，4 139．3動　キ勿　｛生　H旨　質　上ヒ　（％） 40．1±4．5112 一
肉　　　　類 44．3±15．535．0 140．3且冒肪エネノレギー上ヒ　（％） 29．3±2．89．6 …
卵　　　　頚 41．5±15．838．1 呂1．2 薮密賃エネノレギー・上ヒ　（％） 55．8±3．86．8 一


















































































































































項　　　目 平均値±標準偏着 変動係数（％） 殻　小　値 最大　値 範　　　囲
コレステP一ル　　（mg） 283±　113 40』 67 610 543
f泡羽1別青11方配セ　　　　　　　（9） 13．6±　孤．3 31．8 3．3 28．6 25．3
一一
?ﾊ町ミf泡和1】旨且方「｛麩　　（9） ユ3，8±　週．3 31．0 5．1 27．5 22．4
多価不飽和』旨肪酸　（9） 1L8±　3〆1 28．7 5．6 25．7 20．1
リノール酸　　　（mの 5，519±1，737 31．5 1，997 ユ0，910 8，913
リノレソ酸　　　（皿ゆ 825±　327 39．6 241 2，175 1，934
アラキドソ酸　　　（m冨） 103±　　通2 40．3 16 2G6 190
イコサペソタエソ酸（mΩ 152±　1哩6 95．9 2 834 832
ドコサヘキサエソ酸（m呂） 287±　193 673 29 940 911
ピタミソE　　　（Tllst） 6．3±　2．1 33．3 2．5 12．3 9．8
φじ牙勿革戴荊E　　　　　　（9） 12．工±　2．5 20．7 5．8 20．5 14．7
マグネシウム　　　　（mg） 154±　　40 26．D 56 297 214
食　　　塩　　　　（9） 7．9±　1．3 16．5 4．3 12．9 8．5
P／S 0．93±0．30 32．5 0．39 2．23 L84
n・6／n・3 4．52±L49 33』 1．20 9．51 8．31























































凍文　献　値 平均値／文献値 最小値を示す対象児 最大値を示す対象児
（％）
336 842 A1：都市近郊No，18，女児，春 Az：漁業地域No．9，女児，冬
14．9 9L3 B1：都市近郊No。18，女児，夏 B2：漁業地域No．6，女児，冬
15．4 89．6 C：：都市近郊No．5，女児，夏 C3：都市近郊No．2，男児，冬
10．0 118．0 C、：都市近郊No．5，女児，夏 D21都市近郊No，3，男児，冬
7，727 7L4 Ci：都市近郊No．5，女児，夏 C2：都市近郊No．2，男児，冬
1，479 55．8 Cl：都市近郊No．5，女児，夏 C3：都市近郊No．2，男児，冬
172 59．9 AI：都市近郊No．18，女児，春 Aゴ漁業地域No．9，女児，冬
142 工07．G DI　l都市近郊No，7，女児，碁 現：農　　村No．3，男児，夏
243 118．ユ A1：都市近郊No．18，女児，春 F2：都市近郊No．1，男児，夏
6．97 9G．4 A1：都市近郊No．18、女児，春 G2：都市近郊No．1，男児，秋
一 一 E1：都市近郊No．17、女児，夏 Hゼ都市近郊No．13，男児，秋
一 一 F1：都市近郊No．16，女児，春 H王：都市近郊No．13，男児，秋
一 一 E1：都市近郊No．17，女児，夏 H，：都市近郊No．13，男児，秋
，　O．67 138．8 Gl：都市近郊Ng・13，男児，冬 B1：都市近郊No．18，女児，夏
一 一 E2：農　　村No．3，男児，夏 12：農　　村No．1，男児，春


























































Al　　Aユ BI　　B2 Cl　　　C2 Cl　　D2
総　　　　　五｝： 15．7　　27．G 40、1　　3LO 35，4　　56．4 35．4　　52。0
㍉軍ナ　　　　魚 o　　　　o 17．4　　17．7 3．3　　182 3．3　　20，3
白　　身　　魚 0　　　27，0 0　　　13，3 工0．0　　　7．7 10．⑪　　　6．7魚介類 魚　　　　卵 0　　　　0 o　　　　o o　　　　o 0　　　15．0
そ　　の　　他 16，7　　　0 12．O　　　O 16．4　　20．7 16．魂　　10．0
練　　製　　品 0　　　　0 10．7　　　0 5．7　　　9．8 5．7　　　0
総　　　　汎 16．7　　43．3 8．4　　79．3 36．0　　32．4 36．0　　43．4
牛　　　　肉 0　　　33．3 0　　　30、4 o　　　　o 0　　　21．7
豚　　　　　肉 0　　　　0 0　　　25．0 20．0　　　6．7 20』　　　16．7
肉　　頚 鶏　　　　肉 16．7　　　6．7 6．7　　13．4 0　　　10．0 0　　　　0
レ　　　ノく　　　一 o　　　　o 0　　　　0 o　　　　o o　　　　o
肉，加　工　品 ⑪　　　　3．3 ヱ、7　　10．5 16．0　　15．7 16．0　　　5．0? ?
3．4　　108．7 21．7　　51．9 16．7　　30．7 16．7　　3L6
総　　　　量 50．0　　191．3188．7　　730．9151．4　　240．715L4　　221，6
牛　　　　乳 0　　　30．0 0　　　599．3 133．0　　178、2133．0　　ユ89．9
ヨ　ーグル　ト 30．0　　133．O148．7　　66．6 0　　　43，3 0　　　30．O
乳　　類 スキムミルク 0　　　24』 0　　　　0 0　　　　0 o　　　　o
チ　　ー　　ズ 0　　　　3．6 0　　　　3．3 1．7　　18．3 1，7　　　1．7
バ　　　タ　　　・一 ⑪　　　　O．7 0　　　　0 O　　　　O．9 0　　　　0
そ　　の　　飽 20．O　　　⑪ 珪O．0　　6L7 16．7　　　0 16．7　　　0
総　　　　飛 3．3　　　9。6 3．3　　16．2 72　　　53．9 7．2　　40．3
油脂類 植　　物　　油 3．3　　　3．6 1．6　　　3．3 5．5　　102 5．5　　28．6
マーガリ　ソ 0　　　　1，7 0　　　　8．9 0　　　23．3 0　　　　3．3
そ　　の　　他 ⑪　　　　4．3 1．7　　　4．O 1、7　　20．4 1．7　　　8．4?
．類 55．4　　140．0 40．3　　6窪．5 43．6　　105．7 43．6　　1ユO．7
小 菱　　　　類 　　　　　　　　　　・R0．0　　46．3 28．4　　63．0 106，5　　63．O106．5　　23．O
い も　　　　類 L4　　21．9 96．6　　59．6 13．3　　d3．2 13．3　　29．4
砂 糖　　　　類 3．3　　　1．5 L2　　　2．7 9』　　　o，8 9』　　　3．0
菓 子　　　　類 57』　　55．0 38』　　　3L5 29．9　　55．7 29．9　　7工．6
種 実　　　　類 O，3　　　0 0　　　10．3 O　　　　L5 0　　　　3．6
　豆 類 78．9　　40，7 55．0　　17．3 9．3　　63．2 9．3　　39．9
緑　　黄 色　　野　菜 3L7　　26．8 38．3　　42．7 8．3　　48』 8．3　　8⑪．5
そ　の 他　の　野　i菜 16．7　　66．1 73．6　　81．5 82．7　　95．9 82．7　　91．3
果 実　　　　類 169．7　　110．359，0　　153．7155．0　　188．O155．0　　186．6
き　　の こ　　類 0　　　　1．7 3、3　　　1．8 16，7　　　4．7 ユ6．7　　　7．7?
草　　　　類 1．4　　n．5 2。2　　　02 O．9　　　5，6 O．9　　　6、5
調 味　　　　料 16．0　　20．2 24，6　　40．4 16．6　　26．2 工6．6　　20．8




イコサベソタエソ酸 ドコサヘキサソ酸 PIS n・6／n－3 E／PUFA
D】　　　E2 AI　　F3 G監　　B1 E2　　　1z Hl　　E：
1L4　　132．7 16．7　　1工6．7 64．8　　　4θ．1 132．7　　　47．3 工4．7　　132．7
8．4　　　83．3 0　　　　79ユ 2．3　　　17．4 83．3　　　ユL9 9．5　　　83．3
0　　　　10。7 o　　　　⑪ 22．5　　　⑪ 10．7　　　16．7 0　　　　1⑪．7
G　　　　　O o　　　　o o　　　　⑪ o　　　　o o　　　　o
0　　　　35．7 16、7　　　34．6 ユO．0　　　12，0 35．7　　　0 52，　　35．7
3．0　　　3、0 0　　　　3．0 30．⑪　　　10．7 3．0　　　18．7 ⑪　　　　3．0
38ユ　　　31．3 16．7　　　77．1 47．1　　　8．4 3L3　　147．523、3　　3L3
0　　　　0 O　　　　O 35．4　　　0 0　　　　35．0 o　　　　o
27，7　　　12．5 O　　　　l8、0 0　　　　0 12．5　　73．3 23．3　　　12．5
o　　　　　o 16、7　　45．8 10．0　　　6．7 ’0　　　　0 o　　　　o
0　　　　　0 0　　　　0 0　　　　0 o　　　　o ⑪　　　　o
工o．4　　18．：8 0　　　　13．3 L7　　　1．7 18．8　　　35．7 0　　　　18．8
32．0　　　24．3 3、4　　　8．3 9．3　　　21．7 24，3　　　30．0 4．9　　　24．3
164．4　　291．6 50』　　13L6609．2　　188．7291．6　　324．8196．7　　29L6
160．2　　274。6 0　　　　93．3 589，2　　　0 274．6　　297．8188．4　　274．6
o　　　　o 30．0　　　0 0　　　148．7 0　　　　⑪ O　　　　O
o　　　　o o　　　　o 0　　　　0 o　　　　⑪ 0　　　　0
2．5　　　0．3 0　　　　5．0 0　　　　0 O．3　　　8．3 8．3　　　0．3
1．7　　　0 0　　　　0． 0　　　　0 0　　　　2』 3．5　　　0
0　　　　16．7 20．0　　33．3 20．0　　40．0 16．7　　16．7 0　　　　工6．7
162　　　　4．o 3．3　　　16．5 7．8　　　3．3 4』　　　　6．3・ 工8．9　　　4．0
6．6　　　4．0 3．3　　　14．8 2．8　　　1．6 4．0　　　4．6 12．0　　　4』
2，7　　　0 0　　　　0 0　　　　0 O　　　　L7 3；5　　　0
6．9　　　G O　　　　L7 5．0　　　1、7 0　　　　⑪ 3．4　　　0
68．1　　13L655．4　　　70．1・ 139．6　　・40．3 工31．6　　182．8 11ユ　　131．6
99．0　　　2LO 30．0　　　28，0 65．1　　28．4 21』　　　80．7 78．0　　　2LO
22．8　　　36．7 L4　　108，0 422　　　96．6 36．7　　15．3 26．3　　36．7
0　　　　　3ユ 3．3　　　3．O 2．O　　　l．2 3ユ　　　　7．1 2ユ　　　3．1
3⑪．0　　　16．7 57．0　　103．3 9．6　　　38．4 16．7　　33．7 61．6　　16．7
7．4　　　0 O．3　　　0．7 L2’@　O 0　　　　畦、3 1．O　　　O
55ユ　　　23．4 7呂．9　　　63．7 19．5　　　55．O 23．逢　　　5。6 26．2　　23．4
59．3　　工71．3 3117　　48．2 畦3．4　　38．3 17L3　　4彗．5 22．1　　17L3
8痩．6　　　94．0 16；7　　144．3 54．7　　73、6 94』　　1U．3 74．2　　94．O
292．0　　227．1169．7　　28．7 54．6　　59．0 227．1　　49．4213．3　　227．1
3．0　　　0 0　　　　0 1．7　　　3．3 0　　　　6．7 Lo　　　o
O．5　　　2．6 1．4　　　0．9 S．4　　　2．2 2．6　　　1．3 15．3　　　2．6
45．4　　　2L5 16．0　　18．5 22．3　　24．6 21．5　　42．1 11．2　　2L5














ゴ1㌃ 16．7 86．3 58．3 50．5 8．3 50．5? ?
o 4B．0 44．3 27．2 o 272
白　　身
?（?
0 o 0 o o o?
介頚 ? ? o o o 0 o o
そ　　あ
?
16．7 35』 16．3 13．3 8．3 13．3
練　　製
??【? o 3．3 ，　　　O．7 10．0 o lo．o
総 ゴi上 16．7 54．9 11．7 2壇．8 63．3 24．8? ? ? 0 o 0 o o
豚
?
o 8．3 o 13．1 33．3 13．1? ?
鶏
?
16．7 40．9 o 10．OI 1⑪』 10．o
レ　　　ノく 一 o o o o 6．7 0
肉　加　工
????
o 5．7 一　　11．7 L7 13．3 1．7?
1 頚 3．4 49．5 31．7 3．3 30．3 3．3
総 jr．誌 50．0 261．4 388．3 458．1 130．0 458ユ?
乳
????
255．7 37L6 458．1 92．9 458．1
ヨ　ー　グル
?




o o 0 0 0 0
チ　　　ー ズ 0 4．O 0 0 0 0
バ　　　タ ｝ 0 L7 0 0 0．8 0
そ　　の 他 20．⑪ o 16．7 0 36．3 0
総 量 3．3 202 10．6 9．8 10ユ 9．8?
脂　類 植　　物
?
・3．3 6．5 7．3 6．5 4．3 6．5
マ　ー　ガ　リ ソ
?




8．O 3．3 3．3 4．8 3．3
?
類 55．4 95．O’ 66．3 101．8 46．0 1⑪L3?
麦・ 類 30．⑪ 55．6 23』 140．3 92．4 140．3
い
?
類 L4 75．1 36．7 292 22．3 29．2?
糖 類 3．3 22．5 0 3ユ 3．7 3．1
一押■ﾊ 子， ? 57．O 26．3 20．G 20．O 46．7 20．O? ?
類 O．3 11』
? o 0 o
一旦 類 78．9 98．5 30．3 10G．o． 0 100』
緑 黄 色　　野 菜 31．7 94．3 12．7 47．3 69．7　　1 哩7．3
そ の　他 の　野
?
16．7 147．1 16．O 91．o　　I 85．3 91．0
果
?
類 169．7 161．3 228．3 100．⑪ 119．6 100』?
の
? 類 o 3．3 o 18．3 o 18．3?
草 類 1』 L9 5．O 15．5 3．3 15．5
調
?


















































































練　製　品 さつま揚げ 3．0 2．3 1．8 2．5 さつま揚げ 3．0 2．6 L8 2．5












































































































































































































































1，415　（85） 2，705（130） 1、812（128） 1，150　（90） 1，310（106）1，597（114）
62．5（107） 79．1（158） 58．6　（120） 42．7（101） 41．6（101） 66．3　（139）
38．7　（70） 67．5　（153） 82．9　（191） 39．5（101） 52．2（138） 50．6（U8）
541（135） 709（177） 752（188） 558（140） 295　（74） 1，028（257）
9．3（1⑪3） 1LO（138） 8．2（103） 3．9　（49） 6．5　（81） 12．9　（161）
1，515（126）1，650（165）3，045（305） 848　（85） 4，257（426）1、65農（165）
0．73　（109） 1．06（ユ7の 0．60（105） ⑪．36　（71） o．67　（137） 0．58（104）
O．95（103） 1．02　（113） 0．95（122） o．78　（91） 0．80（118） 1．04（135）
15．1（137） 16．O（152） 9．5（101） 層5．6　（66） 9．9（工2D 10．5（113）
59（148） 35　（88） 48　（120） 21　（53） 60（150） 30　（75）
355　（355） 12　　（3） 47　（12） 58　（15） 12　③ 70　（18）
6．5 4．2 6．B 3．5 4．3 4．7
300 275 267 246 211 146
10．4 11．6 14．7 5．8 10．7 2G．5
24．5 22．2 28．0 30．4 32．1 10．4
155 175 201 94 56 297
9．1 ユo．4 9．5 4．3 6．6 12．9
65．5 62．5 50．9 68．6 48．6 46．5
38．4 66．9 26．7 41．3 38．3 41．7
37．8 42．5 30．4 26．2 35．9
42’D8冒
17．7 15．3 12．9 14．9 12．7 16．6
2唾．6 29．3 41．2 30．9 35．9 28；5
57．7 53．9 45．9 54．2 51．1 54．9
0．65 0．50 1．24 o．70 LO2 o．76
1．20 9．51 4．08 3．84 5．66 4．42
0．84 O．47 0，27’ 0．41 o．60 O．36













15．6 17．7 16．B 15．4 14．2 16．5







































































































































































Pl P含 P召 P4
都市近郊No・1， 都市近郊No．7， 農　　村No．7， 灘業地域No．9，
男児，6．1歳春 女児，5．O歳夏 女児，6．0歳秋 女児，5ユ歳，冬
絵　　　　　　　∫L飢塾　　　　　　」旦 56二7　（162） 26．5　（96） 46．4　（169） 27．O　（98）
青　　　　魚 工6，7 12．8 24．8 o
白　身　魚 40．0 o 2．3 27．⑪魚　介　類 魚　　　　卵 o o o o
そ　の　他 0 13．0 9．3 o
練　製　品 0 o．7 10．o o
簸　　　　　　且伽』　　　　　　　』巳 38．8　（111） 5．0　（11） 84．3（187） 43．3　（96）
牛　　　　肉 1L1　， 0　一 6』 33．3
豚　　　　肉 24．4 0 45．3 o
肉　　　類 鶏　　　肉 0 3．3 3．O 6．7
レ　　　バ　　　ー o o 0 o
肉加工品 3．3 1．7 30．O 3．3?
類 48ユ　（96） 39．0　（78） 15．5　（31） 108．7（217）
総　　　　量 150、7　（52） 433．3　（工55） 271．5　（97） 191、3　（68）
牛　　　　乳 104．0 267．6 208．0 30』
ヨーグルト 30．0 22』 63．3 133．0
乳　　　類 スキムミルク o o 02 2塁．0
チ　　ー　　ズ o 6．7 o 3．6
バ　　タ　　ー 1．7 o o o．7
そ　の　他 15』 137．O o o
総　　　量 18．3（146） 18．7　（150） 14．5　（116） 9，6　（77）
植　物　油 6．2 8．3 10．5 3．6油　脂類 マーガリソ 』1』 1．7 o L7
そ　の　他 11．1 8．7 4．0 4．3
米
?
侶8．7　（60） 73．3　（56） 87．5　（67） 王40、⑪（106）
?
麦　　　　類 83．9　（64） 65』　（61） 89．3　（83＞ 46．3　（43）
い も　　　　類 25．6　（73） 47．7（136） 38．4Q10） 21．9　（63）
砂 糖　　　　類 5．8　（58） 20．4（204） 2．3　（23） 1．5’（15）
菓 子　　　　類 24．2　（81） 3．3　（11） ’33．4（ユ11） 55．0　（183）
種 実　　　　類 3．3 3．3 O．1 0





｝il：：｝（エ27） 1；1：1｝（98） 2齢（168） ：1：1｝（5・）
果 実　　　　類 126．7　（97） 81．7　（63） 23．3　（18） 110．3　（85）
き　　の こ　　類 o 1．9 7．8 L7
海 草　　　　類 1．7　（85） 3．2　（160） 1ユ　（55） 11．5　（575）
調 味　　　　料 36．0 4．0 20ユ 202
調　　理 加　工　　品 25．0
〔〕
43．4 0
注．1．　1人1日当り摂取量（9）を示す。
　2．（）韓目安量に対する摂取割合（％）を示す。
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　なお，これらの17例の対鋲児の摂取栄ヨ1藤等を所要
jitに対比すると，摂取不足傾向を示す事例ではエネル
ギー不足や，小食・偏食傾向がみられ，過剰撰取傾向
を示す冒1箪例でほ概ねは良好であったが，動物性タソパ
ク質比とCa／Mgが推奨値を超えて高値であった。い
ずれも今後の留意点を示唆している。
SCdeye44名の四季にわたる調査艦列のうちより，発
育期栄義と動脈硬化症亭防の両視点から艶ましい事例
を1例見い出すことができた。但し，V．Dが431Uと少
なく，食塩が8．7gと多ji上であり，穀類エネルギー比が
35、O％，　Ca／Mgが3．16と適正を欠く要素も持ってい
る。本対象児の体位の発育状況は正常であり，1日当
り歩行歩数も平均値にほぼ簿しい。その摂取食品構成
OL目安彙に比して，豆・魚介・油脂・野i菜類とくに緑
黄色野菜が多く，乳・砂糖・穀類が少なく，肉・卵・
果実・海草類が目安量とほぼ近似していた。若干の問
題点があるが，3日間の延食品数は朝食に16，昼食に
34，夕食に32，間食に4種類みられ，比較的万遍なく
摂取されている食品継成であると思われる。
　血濾脂質の検査値が得られていないため，相対的な
見方をしなければならないが，今回の解析を通して・
動脈硬化症予防の視点から望ましい幼児食の必要条件
は，発育期栄養のめざすところと同じく，バラソxの
尊重であることが知られた。折しも，増加しつつある
成人病の予防に対し，子供の時の食生活習慣が重要と
の観点に立ち，対象特性別に食生活指Srl3fi｝が提示され
た。それに添いつつ，可能なところがら対応を試みて
行きたいと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児期からの動脈硬化症予防の必要性から，食事性
因子として注目されている栄養素等の摂取の実態と，
それを供給する摂取食品構成の特徴を把握するため
に，昭和6111i　一平成元年に新潟県内4地域に居住する
幼児（平均年li冷5．1歳）44名の四季の各連続3日間（逓
年12日間）の食物摂取量を，個人別に秤量調査した成
績を解析し，次のような結果を得た。
　1）　対象児の食品群別・栄養素等の平均摂取量は目
安量，所要量に対し，穀類，卵・乳類ならびtlt　V．D，鉄
が不足であり，動物性タソパク質比が54．0％と高く，
穀類エネルギー比が34．8％と低い他は，概ね良好で
あった。
　2）　動脈硬化症予防上重視される栄養素等の摂取量
の乎均値は，コレステロール283mg，　SFA　13．6g，
MFA13．8g，　PUFAII．8g，　EPA　152mg，　DHA　287mg，
V．E　6．3mg，食物繊維12．1mg，　Mg　154rng，食塩7．9
gであった。また，PISはo．93，　n－－6／n－3は4．52、　E／
PUFAは0．45であった。
　3）EPA摂取上の個人差が最大であり，タγバク
質，Xネルギー一のそれが最小であった。
　4）　脂溶性成分，食物繊維，Mgおよび食塩の摂取量
において最小・最大植を示す両対象児の摂取食品構成
の比較では，各成分を多含する食品の量的な差異が明
らかであった。
　5）PIS，　n－6／n－3，　E／PUFAのいずれも適正な対象
児は，概して摂取栄養水準も良好であり，摂取食品構
成ではとくに豆・魚介・油脂・野i菜類が多く，余り偏
り力玉なカ、った。
　縞を終えるにあたり，本研究に際してご懇篤なご指
湛を賜わりました本学学長塚原　叡先生，新潟大学医
学部公衆衛生学教室教授豊嶋英明先生に厚く御礼申し
上げます。また，本調査にご協力いただきました源保
育所，大形保育園，あおい幼稚園，松浜みなと福祉保
育園および本学付属幼稚園の皆様，ならびに対象児の
お億様方に深く感謝申し上げます。
　なお，本研究の一部は，財団法人新潟県健康開発財
団の助成研究費の厚意によるものであり，ここに感謝
の意を表します。
　また，本研究の一部は第37回日本栄養改善学会（1990
年10月，於横浜市）において発表した。
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